
 

 

 

Ｒ１渡良瀬遊水地におけるインバウンド推進支援業務 

多言語施設案内及び注意喚起看板の内容と設置場所 

 

第19回遊水地環境保全・再生 

及び交流・教育・普及啓発検討部会 

 

３．人々の交流・教育・普及啓発 

２．遊水地のガイドブック等（英語版を含む） 

（２）施設案内及び注意喚起看板（3言語） 

 

 

 
 

2019年11月27日（水） 

特定非営利活動法人 日本水フォーラム（JWF) 

 

 
看板の内容と設置場所、及びマニュアルの案について、 

ご意見はJWFのFAX 03-5645-8041、又はメールish hara@waterforum.jpで、 

2019年12月20日（金）までにお送り頂けますようお願いいたします。 
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設置場所想定 
平成29年度渡良瀬遊水地保全・利活用協議会（第5回）で 

示された設置場所の地図に今回の案を示したもの 



 

１．総合案内地図：全体地図と現在地 
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２．自転車の速度制限への注意喚起 
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３．外来生物被害予防 
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４．ゴミ投棄への対応 



8 

５．釣り禁止 
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1. 渡良瀬遊水地の概要 

 
 
 
 
 
 
この章では、渡良瀬遊水地の概要についてご紹介します。 
 
 
 
 
 
 
渡良瀬遊水地は、首都圏の洪水対策と水補給施設として国土交通省が整備した施設です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※この素案では、上記二重線を引いた箇所のみ、多言語表記にしています。 

マニュアルは左ページに日本語、右ページにその内容の多言語（英語、ス

ペイン語、タイ語）での表記を予定しています。 
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渡良瀬遊水地の下流は「利根川」という日本で一番大きい川につながっていて、利根川は

埼玉、千葉、東京等、日本の中心となる地域を流れています。 
 
このため、洪水時においては利根川の水位が高くならないように、利根川に流れ込む渡良

瀬川や思川等の洪水の一部を遊水地でため込み、下流に流れる流量を少なくしています。 
 
また、首都圏の水不足対策として、利根川の源流ダム群からの補給では時間的に間に合わ

ない場合などは、首都圏に一番近い水補給施設として機能しています。 
 
これに加え、渡良瀬遊水地は東京から６０キロ圏でありながら、良好な自然環境、約３３

００ｈａにも及ぶ広大なオープンスペースを背景に、散策、スポーツ、自然観察、釣り、

レジャー等多種多様に多くの人々に利用されています。 
 
渡良瀬遊水地は２０１２年（平成２４年）にラムサール条約湿地に登録され、湿地及びそ

こに生息する動植物の保全が行われています。 
 

2. 渡良瀬遊水地の治水・利水の機能 

ここでは渡良瀬遊水地の治水・利水の機能についてご紹介します。 

(1) 治水機能 

渡良瀬遊水地は、洪水時利根川の水位が高くならないように、利根川に流れ込む渡良瀬川

や思川等の洪水の一部を遊水地でため込み、下流に流れる流量を少なくしています。これ

を渡良瀬遊水地の治水機能といいます。 
 
具体的には、利根川に流れ込む渡良瀬川、思川、巴波川等が洪水により水位が高くなった

場合、その洪水が遊水地に流入するように周囲堤の一部が低くなっています。 
 
そして、遊水池にため込んだ水の排水は、利根川の水位が落ち着いてから排水できるよう

に、排水門を開けることで対応しています。 
 
令和元年１９号台風においは、過去最大の約１．６億㎥貯留し、危機的だった利根川の洪

水被害防止に貢献しました。 
 

(2) 利水機能 

渡良瀬遊水地の渡良瀬貯水池、池の部分は、首都圏の水不足対策として、利根川の源流ダム

群からの補給では時間的に間に合わない場合などは、首都圏に一番近い水補給施設として補
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給しています。これを渡良瀬遊水地の利水機能といいます。 

 

具体的には、利根川の下流の東京や遊水地周辺の小山市などの飲み水や工業用水等の補給

のために、排水門の開閉を行っています。また貯水池の水の貯留は渡良瀬川の水位に余裕が

ある時にポンプでくみ上げて行っています。 

 

ポンプのくみ上げ等に係る費用については、飲み水や工業用水等の補給を受ける関係者の負

担により行われています。渡良瀬遊水地の水は飲み水に利用されているため、貯水池において

は、油漏れなどで水を汚す恐れのあるエンジン付きボートは利用が禁止されています。 

 

貯水池に水をくみ上げるポンプ場は、遊水地内にあり、洪水時においては周りを洪水に囲まれる

こととなるため、執務室等は洪水より高い場所に整備されています。ポンプ場の屋上は見晴らし

が良いため、展望台として一般に開放しています。 

 

3. 渡良瀬遊水地の自然（ラムサール条約） 

この章では渡良瀬遊水地の自然について紹介します。 

 

渡良瀬遊水地は、東京から６０キロ圏でありながら、本州最大規模の約１５００ｈａのヨシ原を有し、

チューヒなどの猛禽類をはじめ多様な動植物の生息場所となっています。 

 

渡良瀬遊水地は、２０１２年（平成２４年）にラムサール条約湿地に登録され、湿地及びそこに生

息する動植物の保全が行われています。 

 

渡良瀬遊水地にはいくつか池がありますが、これらは人工のものです。昔は湿地でしたが、乾燥

化が進んで湿地がなくなってしまいました。湿地を復元するため、池を作っています。 

 

渡良瀬遊水地には日本でも珍しい鳥がたくさん飛んできて、巣作りをします。特にヨシ原には多

様な鳥が飛んでくることから、野鳥の楽園と言われています。たくさんの人がバードウォッチング

に訪れ、多い時には 200 人ほどが集まります。 

 

コウノトリは、渡良瀬遊水地のシンボルになっています。一時は絶滅しましたが、日本国内で繁殖

に成功し、渡良瀬遊水地に飛んでくるようになっています。渡良瀬遊水地内には、コウノトリが巣

を作るように作った人工巣塔があります。 

 

コウノトリは水辺を好み、 池の魚を食べます。コウノトリは、自分の膝より水位が高い、もしくは草

木が生えている池には入りません。このため、池に生えるガマという背丈の高い植物を定期的に

刈り、コウノトリが来るように手入れしています。 
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春から冬場にかけて、調節池にはよしやすすきといった植物が生えます。よしは茎に空洞があり

ます。この茎を活用して、日よけなどに使う「よしず」という手工芸品が作られています。すすきは

秋を代表する植物で、花札に描かれるなど昔から身近なものです。 

 

4. それぞれの施設の概要 

この章では渡良瀬遊水地の中にある施設についてご紹介します。 

 

(1) 旧谷中村周辺 

１） 旧谷中村役場跡 

渡良瀬遊水地内には、明治３９年（１９０６年）まで、谷中村という村がありましたが、遊水池を整備

するときに、村民は他の場所に移り住み、谷中村はなくなってしまいました。 

 

谷中村は、たびたび洪水がくるところでしたが、土地が豊で穀物が実り、魚介類が豊かで、菅笠

（すががさ）の特産地として、豊かな村でした。 

 

しかし、１８７７年以降、谷中村は、足尾銅山から流出した鉱毒に汚染されるようになり、政府は洪

水対策と鉱毒沈殿のためにこの地に遊水地建設を計画しました。 

 

鉱毒問題に長く取り組んできた田中正造翁と多くの谷中村民は、この計画に反対しましたが、政

府は計画を強行し、３７７個、２，５２７人の谷中村の人々は、近くの町や村に、遠くは県北や北海

道に移住せざるを得ませんでした。 

 

ただ、村民の遊水地使用権は残り、戦後よしず生産のためにヨシ原を保護育成したので、本州

一のヨシ原が生まれました。そこに生きる特有の植物、野鳥、昆虫が評価され、２０１２年に世界

的湿地保護条約、ラムサール条約に登録されました。 

 

現在、渡良瀬貯水池の形がハート形となっているのは、当時の住民から要望を受け、谷中村役

場跡や雷電神社跡などを残すようにしたからです。 

 

２） 旧谷中村合同慰霊碑 

渡良瀬遊水地は、治水と鉱毒沈殿のために建設されましたが、１９７１年から７３年にかけて行わ

れた貯水池建設で墓地が掘り起こされ、出てきた遺骨および墓石、仏像などを保存する目的で、

旧谷中村合同慰霊碑が作られました。ここには、谷中村村民が移住する際に残された他の墓地
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の遺骨や墓石、仏像も保存されています。 

 

合同慰霊碑外には、初代村長大野孫右衛門の孫、大野四郎（筆名逸見猶吉）の優れた現代詩、

「ウルトラマリン」の詩の一節の碑と、渡良瀬遊水地建設で事故死した人々の記念碑もあります。 

３） 延命院跡共同墓地 

延命院はこの地にあった寺ですが、明治の初期（１９世紀半ば）になくなり、藤岡町の宝光寺に移

されました。しかし墓地は寺のあった場所に残り、村人に共同で使用され続けました。 

 

１９７２年、洪水対策として貯水池の建設が計画され、この墓地も貯水池の底に沈む予定でした

が、谷中村子孫が存続を強く望み、この墓地を含めて史跡が保全されることとなりました。 

 

1986 年、埼玉県幸手市の半鐘が延命院の鐘であることが分かり、藤岡町に返却され、現在栃木

市藤岡民俗資料館で展示されています。延命院跡に下げられている鐘は赤麻寺から延命院の

鐘の代わりにと貸し出されたものです。 

 

４） 雷電神社跡 

この地域は、夏になると雷雨が発生し、稲や麦の農作業中に落雷被害が発生します。このため、

落雷除けの雷電信仰が生まれました。地域の人々は、雷避け、雹除け、豊作を祈願し雷電神社

にお参りしました。 

 

谷中村には 2つの雷電神社がありましたが、古川の雷電神社は水塚の上にありました。古川の雷

伝神社は谷中村の中心であり、田中正造翁が谷中村存続のために活動する村人を励まし慰め

る場でもありました。 

 

もう一つの恵下野の雷電神社は村人の移住で野木に移され、現在も、昔の豪華で美しい装飾を

保っています。 

(2) 三県境 

ここでは渡良瀬遊水地の珍しい点を紹介します。 

 

明治時代、県境は川により定められることがよくありました。渡良瀬川は渡良瀬遊水地が作られる

以前は、今より西を流れており、栃木県の西と群馬県の東の県境となっていました。 

 

この地点にはさらに群馬県と埼玉県を分ける谷田川が流れており、渡良瀬川と谷田川の合流点

は 3 つの県の県境となっていました。 
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渡良瀬遊水地の整備に伴い渡良瀬川と谷田川の川筋が変わり、当時の県境は田んぼの水路と

なり、川底にあった県境は現在地上で確認することができます。 

 

3 県境は全国に数多くありますが、平地で見られる 3 県境は珍しく、観光スポットとなっています。 

 

5. 遊水地の周辺情報 

この章では、渡良瀬遊水地の周りの施設について紹介します。 

 

遊水地周辺の破堤の碑 

１９４７年にカスリーン台風が来た時、渡良瀬遊水地の西南側の堤防が、3 カ所壊れ、地域全体

が浸水しました。破堤した場所に、それぞれ石碑が建てられています。 

 

川魚屋「小林屋」 

板倉町には、このあたりでナマズが獲れることから、ナマズが食べられるお店があります。川魚を

食べる習慣が他の地域より残っているのは、この地域がもともと沼地だったこと、海が遠く海水魚

を食べることがほとんどできなかったことが関係しています。また、昔の日本人には肉を食べる習

慣がほとんどなかったため、動物たんぱく質と言えば、魚でした。川魚屋である小林屋の建物は、

築 100 年を超えています。 

 

板倉町「雷電神社」 

北関東は日本でも有数の雷が多い地域です。雷電神社は雷除けの神社で、板倉町に総本宮が

あります。雷電神社は国・群馬県の重要文化財に指定されていて、撫でるとご利益があるナマズ

の像があります。 

 

ラムサール条約 

渡良瀬遊水地がラムサール条約に登録された際、渡良瀬遊水地へ続く道路として「ラムサール

通り」と愛称がついた通りがあります。 

 

ハートランド城 

この地域では、渡良瀬遊水地で採れるよしを利用した、日よけなどに使う「よしず」等の手工芸品

が有名です。ハートランド城では、ミニよしずづくりを体験できます。 

 

道の駅「きたかわべ」 

この地域の特産物等を買うことができます。遊学館の屋上には渡良瀬遊水地の湖を模したハート

のオブジェがあり、「恋人の聖地」として有名です。 

 

野木ホフマン館 
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昔から、渡良瀬遊水地一帯は良質な粘土が採れる場所でありました。野木町はこの粘土を活用

したレンガの生産が盛んで、昔レンガを製造していたレンガ窯を「野木ホフマン館」で見ることが

できます。野木町以外でレンガ窯を見られるのは、関東では埼玉県深谷市等、限られた地域の

みです。 

 

 

この資料に関する問合せ： 

 




